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メロンつる割病菌のレースに対する品種抵抗性
なみ

農林水産省九州農業試験場 並

は じ め に

メ ロ ン で は 品種改良が進み， ネ ッ b メ ロ ン か ら 露地 メ

ロ ン に至 る ま で， 多様な 品種が庖頭 を賑わ せ て い る 。 こ
れ ま で に ， 糖度， 芳香， 食感 な ど の 品 質 の 向上 に 加 え ，

病害抵抗性の賦与が育種 目 標 と し て設定 さ れ， う ど ん こ

病， つ る 枯病， つ る 割病等 に対 し て抵抗性 を示す品種が

数多 く 育成 さ れ て き た 。

と こ ろ で， メ ロ ン の栽培 を 行 う う え で， つ る 割病 は依

然 と し て 重要病害 のひ と つ に 数 え ら れ る 。 本病原菌 は土

壌中 に生息 し ， 薬剤散布 に よ る 防除が困難であ る こ と ，

ま た ， ひ と た び発生す れ ば深刻な 被害 を も た ら す事例が

後を絶た な い か ら で あ る 。 こ れ ま で， 本病 に対す る 防除

対策 と し て ， く ん蒸剤 に よ る 土壌消毒， 輪作お よ び抵抗

性品種 ・ 台 木 の 利 用 等 が 実施 さ れ て き た 。 こ れ ら の う

ち ， オ ゾ ン層 の 破壊 な ど環境汚染への懸念か ら 臭化 メ チ
ルの全廃が決定 し ， 代替薬剤 と し て 有望視 さ れ る ク ロ ル

ピ ク リ ン も ， 住宅密集地での使用 は 困難であ る 。 そ の た

め， く ん蒸剤 に よ る 土壌消毒 に 依存 し た 防除体系 か ら の

脱却が図 ら れ， と り わ け抵抗性品種 を効率的 に利用 し た

病害の 回避 に 大 き な期待が寄せられて い る 。

し か し な が ら ， 本病原菌 に は メ ロ ン 品種 に 対す る 病原

性が異 な る 系統が存在 し ， そ れ ら は レ ー ス と し て 分類 さ

れ る 。 こ う し た 病原性の分化 は ， 抵抗性品種の育成 と 利

用 を 図 る う え で大 き な障害 と な っ て い る 。 特 に ， 1980 

年代以降， 従来 メ ロ ン つ る 割病 に 対 し て抵抗性 を有す る

と さ れて い た 品種群が新た な レ ー ス に擢病化す る 事例が

相次いで報告 さ れ (小林， 1989; NAMI Kl et al.， 2000 ;田

中 ・ 田村， 1997) ， 全 国 の メ ロ ン 生産地 は潜在的 な崩嬢

の危機 を抱 え て い る 。

筆者 ら は本邦に お げ る メ ロ ン つ る 割病菌のレー ス の発

生 と 分布 に 関 す る 調査 を 行 う と と も に ， こ れ ま で に 発生

し た 4 種類の レ ー ス に対す る 市販 メ ロ ン 品種の抵抗性検
定を行い， 各 レ ー ス に 対す る 抵抗性 に は 品種間差異があ

る こ と を見 い 出 し た 。 本稿で は ， それ ら の結果の概要 を

紹介す る と と も に ， 抵抗性品種の擢病化要因お よ び本病

Resistance of Commercial Melon Cultivars to Four races of 
Fusa円{um 0.巧ゆorum f. sp. melonis. By Fumio NAMI Kl 

( キ ー ワ ー ド : メ ロンつる割病菌， レース， 抵抗性， メ ロン市販
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抵抗性品種の育成 と 利用 に 関 す る 今後の 問題点、 に つ い て

言及す る 。

I メ ロ ンつ る 割病菌のレース と その分布

メ ロ ン つ る 割病菌 は ， 宿主 であ る メ ロ ン の 多様 な 品種

群 に 対応 し て病原性分化が進み， レ ー ス の存在が報告 さ

れ て い る ( RlSS Ell et a l .， 1 976; ARMS TRO NG and 
ARMS TRO NG， 1978) 0 RlSS ER et  al .  ( 1976) は 3 種類の判別

品種‘Charentais T'， ‘Doublon'お よ び'CM 17187' に 対

す る 病原性の違い に 基づ き ， 4 種類の レ ー ス ( レ ー ス 0，

1， 2 お よ び 1， 2) が存在す る こ と を報告 し た (表 1 ) 。

な お， レ ー ス 1， 2 は， 宿主 に引 き 起 こ す 病徴 の 違 い に

基 づ き ， 1， 2 w (萎凋系 統) と 1 ， 2 y ( 黄 化 系 統) に

細分 さ れ る 。 こ の レ ー ス 判別 法 は ， 判別品種が有す る 抵

抗性遺伝子 と の 関連性 を 示 し た た め ， 現在で は 世界中で

広 く 受 け 入れ ら れ て い る 。 し か し ， レ ー ス 判別品種は い

ずれ も 外国産で入手が困難 で あ り ， 自 家採種 を 必要 と す

る 。 そ こ で， 筆者 ら は RlSS ER et al .  ( 1976) が用 い た 判

別品種 と 同 じ 反応 を 示 す 品種 を探索 し ， メ ロ ン の‘ア ム

ス ' と ‘大井らお よ びマ ク ワ ウ リ の‘黄金九号' を 用 いれ

ば， 簡易 レ ー ス 判別 が可能で あ る こ と を 明 ら か に し た

(NAMl[(l et al .， 1998， 表 1 ) 。

全国各地か ら 収集 し た 135 菌株の レ ー ス 判別 を行い，

各都道府 県 に お け る レ ー ス の 分布状況 を 示 し た の が図 1

で あ る 。 本邦 に は 4 種類 の レ ー ス 全 て が分布 し て い た

が， それ ら の分布地域 は 明 ら か に 異 な っ て い た 。 す な わ

ち ， レー ス O お よ び レ ー ス 2 が全国の主要 な メ ロ ン生産

地 に 広 く 分布 し て い た の に 対 し ， レ ー ス lお よ び レ ー ス

1， 2 y は 限 ら れ た 地域 に の み 分布 し て い た 。 レ ー ス 1

は， 1994 年 に滋賀 県湖南地方 で本邦 に お け る 初発生が

確認 さ れた が (NAMI Kl e t  al .， 2000) ， 他の都道府 県での

表- 1 メ ロンつる害j病菌のレース

判 別 品 種 名

レース番号 Charentais T / Doublon/ CM 17187/ 

ア ムス 大 井 黄金九号

レース O S R R 
レース I S S R 

レース 2 S R S 
レース 1. 2 S S S 

一一一 1 1 一一一

S 権病性反応. R : 抵抗性反応.
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発生 は報告されていない。 また，レース1， 2 Yは1983

年に高知県下で本邦における初発生が確認され(小林，

1989)， 93年には北海道(田中・田 村， 1997)で， さら

に98年には愛知県にも分布することが確認され，分布

地域が広がりつつある。

E メ ロ ンつ る 割病菌4レースに対す る

抵抗性の品種間差異

くレース0> <レース 1> くレース2> くレース1.2.> つる割病菌に対するメロン品種の抵抗性を有効に活用

するためには， ある地域におけるレースの分布状況を調

査することに加えて， どの品種が， どのレースに対して

抵抗性(もしくは擢病性)なのかを的確に把握すること

図-1 日 本園内における メ ロ ンつる割病菌4 レ ースの分
布状況

品種群

表- 2 メ ロ ンつる割病菌4 レ ースに対する反応に基づく メ ロ ン市販品種の類別

レ ース番号

o 2 1， 2 Y 
回日目 種 名

A 群 R R R 5 ア ー ルスモ ネ盛夏 系，AMR5 102， FR- 2，エ メ ラ ル ド ，闘研台木 3号，園研台木 4号，K 9-802，サ ン
バ レ ー，ハ ーデー，プ リ ンス PF，プ リ ンス PF 6号，プ リ ンス PF 17号，プ リ ンス PF 19号，マ ル セ
イ ユ， メ ロ ンパー ト ナ ー

B 群 R R 5 5 ARC， FAB， CRC， ハ イ ク ラ ス P，プ リ ンス， マ ラ カ ス， 大和プ リ ンス， 大和ル ナ メ ロ ン

C 群 R 5 R 5 あけぼの秋冬8，あけぼの秋冬系 12，あけぼの秋冬系 13，あけぼの秋冬系 20，あけぽの盛夏 系 35，あ
けぼの夏 系 16，あけぼの夏秋系 18，あけぼの春秋系 11，あけぽの春秋系 17，あけぼの春秋系 19，あ
けぽの 冬系 10， アスワ ン ， ア ダム， ア ムス 2号， ア リ ス， ア ー ルス コ ロネッ ト ， ア ー ルスショパ ン ，
ア ー ルスショパ ン 春秋系，ア ー ル ショパ ン 早春晩秋系，ア ー ルスセ イ ヌ秋系，ア ー ルスセ イ ヌ秋冬1 ，
ア ー ルスセ イ ヌ秋冬!l， ア ー ル セ イ ヌ夏 1 ， ア ール セ イ ヌ夏 11， ア ー ルスセ イ ヌ春 1 1， ア ー ルスダー
リ ン秋冬系， ア ー ルスダー リ ン春夏 系， ア ー ルステ ム ズ秋11， ア ー ルステ ム ズ秋冬1 ， ア ー ルステ ム
ズ秋冬1 1， ア ー ルス東海EG 310， ア ー ルス東海EG 360， ア ー ルス東海PF 80， ア ー ルス東海R 21O，
ア ー ルス東海R 230，ア ー ルスナ イ ト 夏 系 1号，ア ー ルスナ イ ト 春秋系，ア ー ルス雅秋冬系，ア ー ルス
雅春秋系， ア ー ルス雅早春晩秋系， ア ー ルス雅夏系， ア ー ルス雅夏 系 2号， ア ー ルスモ ネ 夏 系 1号，
ア ンデス， ア ン リ ， FR ア ムス， FR ユウカ ，園研台木 2号， AOW， 大井，大井新 l号，妃春秋系，
強栄， ク イ ン シ ー， ク ル ー ガ ー， ク レ ア， ク レス ト 秋冬系， ク レス ト 夏 系， ク レス ト 春 系， ク レス ト
春秋系， グ レ ース，グ レ ース 114，グロ リ ア秋冬系 2号，グロ リ ア 秋冬系 3号， グロ リ ア 夏 系 7号，健
脚， コ ー カ ス 黄裕， コ ロ ン プス，金剛l号，サウ ン ド メ ロ ン，サ ンデー レッ ド ，G 97-01， シ ャ ロ ン
2号，真珠，真珠 100，スカ イ グ リ ー ン， タ カ ミ， 0-7- 5， テ ィ フ ァニー 夏 系，デ ュ ー ク ， 天恵，天紅
3号， 天紅6号， ナ イ ル，南勝ア ー ルス秋系，南勝ア ー ルス秋冬系，南勝ア ー ルス夏秋系， No. 9551， 
No. 9645， No.9646，パ リ ス秋1 ，ノf リ ス秋1 1，パ リ ス秋冬1 ，ノfーデー レッ ド ，ハ ネデ ュ ー PF，パ
ンチ， ピ カ ソ ， ビ ュ ー レッ ド ，B-65， ふかみどり， フ ラ メ ン コ ，プ リ ム ，ベース，ベネチア秋， ベネ
チア秋冬1 ，ベネチア 秋冬11，ベネチア夏 1 ，ベ ネ チ ア 夏 III，ベネチア春 1 ，ベネチア春 11， ボー ナ
ス 2号， ホ ワ イ ト ローザ， マ リ オ レッ ド ，ミイ ナ ， 緑の妖精， メ ロ ン の友， モ ナ コ ， モ ナミ レ ッ ド ，
U5 1号，U5 2号， リ キ エ ース， リ ゾー ト ，ル イ ス，ル ピ ア レッ ド ， レッ ド ク イ ー ン，早生 ク イ ン シ ー

D 群 R 5 5 S あけぼの春系15， アノレパ， R 1515 A，エー ワ ン， シ ュ ガ ーボー ル，真珠 200，スペイ ン メ ロン， テ ィ
ブアニー 328， テ ィ フ ァニー 冬系，肥後グ リ ー ン，プロポー ズ，ベネチア初春，ボノレガ， ラ プ コ ー ノレ，
レッ ド エース， ワ イ ン レッ ド

E 群 5 5 5 5 ア イ ポ リ ー，ア カ プル コ ，アスコ ッ ト ，ア ムス，ア ー ルス フ ェポ リ ッ ト 春 系，ア ールスレッ ド ，RAP， 
エ リ ザベス 11，エ リ ザベス 239，エ リ ザベス RMR，エ ロー ク イ ン，A←1，ARA， 5K， NKR， カ ン ト
リ ー， ガ イ ア ， キ ャ ロル， キ ン グ メ ル テ ィー， ク ルー ト ， グロ リ ア 秋冬系 5号， グロ リ ア 春秋系 6号，
コ サッ ク ， サバ ンナ， サ フ ァ イ ア， サ ン キ ュ ー， サ ン シ ャ イ ン， サ ンデ一秋型， サ ンデ一盛夏 型， サ
ンデー春 型， サ ンデ一晩秋型 2号， サ ン ラ イ ズ， しらゆき， しらゆき EL，GAW， ながれ星，ニ ュ ー
サ ン レッ ド ， ハ イ シ ー，パパイ ヤ メ ロ ン， ハ ーベス ト 5号， ハ ーベス ト 6号， ホーム ラ ンスター， ホ
ー ム ラ ンスタ ー改良系， マ ー プル，ミスタ ー レッ ド ， モ ン プ ラ ン

5 : 擢病性反応， R:抵抗性反応.
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が重要であ る 。 そ こ で， 市販の メ ロ ン 212 品種に 4 種類
の レ ー ス ( レ ー ス 0， 1 ，  2 お よ び 1， 2 y) を 按種 し，
各 レ ー ス に対す る 抵抗性検定 を 行 っ た。 検定方法は以下
の通 り で あ る 。 子葉が完 全 に展開 し た メ ロ ン 品種の幼前
10 株 に 各 レ ー ス の代表菌株の bud cell �I&濁液 ( 1 X 107 
cel l/ml) を浸根接種後， 250C 一定 に 保 っ た 人工気象室
内で管理 し， 黄化， 萎凋 お よ び枯死な ど の 外部病徴 を経
時的 に観察 し た 。 接種後 2 1 日 目 に 調査 を 終了 し ， 子葉
節直下 を 切断 し て 維管束褐変 の 有 無 を 調 査 す る と と も
に， 子葉節直下の庇軸組織片 を 表面殺菌 し て PDA 培地
に置床 し， 接種 し た 病原菌の再分離 を試みた。 各品種に
お い て ， 外部病徴 と 維管束褐変が観察 さ れ， 組織内 か ら
病原菌が再分離 さ れた株が一株で も あ れ ば， そ の レ ー ス
に対 し て 権病性 と 判定 し， 外部病徴 と 維管束褐変が全 く
観察 さ れ な け れ ば抵抗性 と 判定 し た 。

得 ら れ た 結 果 を 表ー2 に 示 す。 市 販 の メ ロ ン 2 12 品種
は， 4 種類 の レ ー ス に 対す る 反 応 に 基 づ き ， A�E の 5
群 に 類別 さ れ た 。 す な わ ち ， A ì洋 : レ ー ス 0， レ ー ス l
お よ び レ ー ス 2 の 全 て に 抵抗性， B 群 . レ ー ス O お よ び
レ ー ス l に 抵抗性， レ ー ス 2 に 椛病性， C ì洋 . レ ー ス O
お よ び レ ー ス 2 に 抵抗性， レ ー ス l に 擢病性， D 群 : レ
ー ス O に 抵抗性， レ ー ス l お よ び レ ー ス 2 に 擢病性， E
群 : 全 て の レ ー ス に 擢病性， で あ る 。 A 群 に は， ‘FR
2'， ‘菌研台木 3 号' お よ び e メ ロ ン パ ー ト ナ ー' な ど， 良
家園場 に お い て レ ー ス 1 の 防除 に 有効で あ る こ と が実証
さ れた 台木用品種ばか り でな く ， プ リ ン ス PF 系 品種な
ど， 白 根栽培が可能 な 品種 も 含 ま れて い た。 B W('の 品種
は， 4 種類の レ ー ス に対 し て マ ク ワ ウ リ や シ ロ ウ リ の 品
種 と 同 じ反応 を 示 し プ リ ン ス ' な ど マ ク ワ ウ リ を 交配
親 と す る 品種が含 ま れて い た。 C 群 に は全供試品種の約
60%が含 ま れ， メ ロ ン つ る 割病に対す る 従来の抵抗性育
種が 目 的 を達成 し て い た こ と を う かがわ せ る 結果 と な っ
た。 こ れ ら の 品 種 は， レ ー ス l と レ ー ス 1， 2 y が発生
し て い な い地域 で は 抵抗性品種 と し て利用可能であ る 。
D お よ び E 群の 品 種 は， 台 木 の 利 用 や土壌消毒 の徹底
な ど何 ら かの防除対策 を 実施 し ， つ る 割病 に 弱 い と い う
こ と を あ ら か じ め 生産 者 に 理解 し て も ら う 必要があ る 。

な お， 供試 し た 全品種が レ ー ス 1 ， 2 y に 対 し て は 躍
病性であ り ， 幼苗検定 に お い て 実用 的 な抵抗性 を示す品
種 は 見い 出 さ れな か っ た。

皿 抵抗性品種の羅病化要因

と こ ろ で， 筆者の も と に は， こ れ ま で抵抗性 を 示 し て
い た 品種がつ る 割病 に 権病 し た と い う 問 い 合 わ せ が各地
か ら 寄せ ら れて き た。 抵抗性品種の樫病化要因 と し て ，

① こ れ ま で育種 目 標 と し て 設定 さ れ て い な か っ た 新 し い
レ ー ス ( レ ー ス l お よ び レ ー ス 1， 2 y) の 出 現， ②非
病原菌 も し く は弱病原菌の 日 和見感染， ③非病原性 レ ー
ス ま た は非病原菌 と ネ コ プセ ン チ ュ ウ と の複合感染， が
考 え ら れ る 。

① に 関 し て は， す で に 前項 で述 べ た 通 り であ る 。 ②に
関 し て は， つ る 割病 と 類似の症状 を 呈 し た 抵抗性品種の
曜病株か ら 分 離 さ れた れlsanurn oxysþorurn の菌株 を ア
ム ス な どの擢病性品種 に 接種 し た場合 に ， 病徴が再現 さ
れな い ケ ー ス が多 く 見受 け ら れ る 。 し た が っ て ， 栽培環
境条件 (栽培方法， 栄養条件， 土壌の理化学性， 気象要
因 な ど) の悪化 に 乗 じ て ， 非病原菌 も し く は 弱病原菌が
抵抗性品種の体内 に侵入 し ， 日 和見感染が成立 し た と 考
え る も の で あ る 。 し か し ， 確 た る 証拠 は 得 ら れ て い な
い。 さ ら に ， ③の仮説 を検証すべ く ， サ ツ マ イ モ ネ コ プ
セ ン チ ュ ウ の存在下で非病原性 レ ー ス が抵抗性品種お よ
び非宿主 に 感染 で き る か ど う か を 調 査 し た (並木 ・ 佐
野， 1999) 。

病徴が現れな い よ う な 低密度の サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン
チ ュ ウ を殺菌土壌 に 接種 し ， メ ロ ン 品 種 ‘大井， ( レ ー ス
2 に抵抗性) を播種 し て あ ら か じ め セ ン チ ュ ウ を感染 さ
せ， 子葉展開時に レ ー ス 2 を 浸根接種 し た。 そ の結果，
レ ー ス 2 の単独接種で は ‘大井' に病徴 は 全 く 観察 さ れな
か っ た が， 前接種 し た セ ン チ ュ ウ 密度 お よ び後か ら 接種
し た レ ー ス 2 の菌密度が高い場合 に は萎凋症状が観察 さ
れ， 発病移転率 40% と な っ た 。 ま た ， レ ー ス 2 の 非 宿 主
であ る ユ ウ ガ オ や キ ュ ウ リ に サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ
ウ を 前接種 し， 後か ら レ ー ス 2 を接種す る と 萎凋 お よ び
枯死が観察 さ れ， 子葉節直下の旺軸組織片 か ら は病原菌
が再分離 さ れた (図 2) 。 し た が っ て ， サ ツ マ イ モ ネ コ
プセ ン チ ュ ウ の介在 に よ り ， 抵抗性品種や非宿主 に対 し
て ゴ1=病原性 レ ー ス の 感 染 が誘導 さ れ る こ と が示唆 さ れ

80 
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図 2 サ ツ マ イ モ ネ コ プ セ ン チ ュ ウ の 前接種 に よ る キ ュ

ウ リ への メ ロ ン つ る 抑l病菌の感染誘導
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な り ， 新 た な 別 の抵抗性品種の育成 を迫 ら れ る と い う 現
象が繰 り 返 さ れて い る 。 こ れ に 対 し ， メ ロ ン つ る 割病で
は， 新 レ ー ス ( レ ー ス 1 お よ び 1， 2 y) が短期 間 で 旧
レ ー ス ( レ ー ス O お よ び 2) に 置 き 換わ る と い う 事態 に
は 至 っ て お ら ず， 新 レ ー ス の発生が確認 さ れて い な い地
域 で は 旧 レ ー ス に 対 す る 抵抗性 品種 ( = 本 稿 の C 群 品
種) の重要性は依然 と し て 失 わ れ て は い な い。 し か し，
新 レ ー ス が広範囲 に 分布 す れ ば， 深刻な事態 を 招 く 恐れ
は十分 に あ る 。 実際， 市販 の メ ロ ン種子が レ ー ス 1 ， 2 
y を 保菌 し て い る 場合 が あ り ( 田 中 ら ， 1997) ， こ う し
た 保菌種子 や保菌苗 に よ る 伝染 が確認 さ れ て い る ( 田
中， 1998 ; 田 中， 2000) 。 し た が っ て ， 種子消毒の徹底，
被害植物残澄の処理， 発病菌の除去， 育苗土への病原菌
の混入防止な ど， 病原菌の鉱散防止対策 を講 じ る 必要が
あ る 。

2 レ ー ス 分布調査

農家固場で発生 し て い る レ ー ス に つ い て ， よ り 広範 な
調査を継続笑施す る こ と に よ り ， レ ー ス 分布の変動 を 把
握 し て い く こ と が重要であ る 。

3 抵抗性検定

本病抵抗性品種 は， 発病 に好適な条件下で病原菌 を接
種 し で も 病徴が全 く 現れず， 権病性品種の反応 と は明 ら
か に 異 な る た め， 質的抵抗性 と み な さ れ る 。 し か し ， 同
じ 品種で も ， 苗令， 気象条件， 検定時の環境条件， 接種
方法等の違い に よ っ て 抵抗性に 差異 が生 じ る 。 ま た ， 本
病原菌 に は レ ー ス 内 に 病原性変異系統が存在 す る た め
(NA�I I I< I  et al . ，  1 998) ， 検定 に 用 い た 菌株次第では結果が
異 な る こ と も 予想 さ れ る 。 抵抗性検定の実施に あ た っ て
は， こ う し た 点 に も 配慮が必要 で あ る 。

4 本病抵抗性育種の方向性

大 き く 二 つ の 方向性が考 え ら れ る 。 ま ず第 ー に ， レ ー
ス 0， 1 お よ び 2 に 対す る 複合抵抗性品種の育成 で あ る 。
本稿で述べた よ う に ， 白 根栽培が可能 な A 群 の 品種数
は， ま だ少 な い が， マ ク ワ ウ リ や シ ロ ウ リ を交配親 と し
て 用 い れ ば， 比較的容易 に 解決で き る も の と 期 待 さ れ
る 。 品質の低下 を 招 く こ と な し レ ー ス l に 対す る 抵抗
性 を い か に賦与す る かが焦点 と な る 。 も う 一 つ の方 向性
と し て ， レ ー ス 1， 2 y に 対 す る 抵抗性品 種 の 育成 で あ
る 。 し か し， 市販の 212 品種全て が権病性であ る こ と か
ら も わ か る よ う に ， 本 レ ー ス に 対 し て 質 的 ( = 特異的)
抵抗性 を示す素材 は 見 い 出 さ れて い な し 3。 近縁の野生種
か ら 抵抗性遺伝子 を導入す る こ と も 考 え ら れ る が， 一般
に野生種 は 採種が困難であ り ， ま た ， せ っ か く 導 入 で き
た と し て も 品質が低下 し ， 市場性が劣 る こ と が予怨 さ れ
る 。 し た が っ て ， 病原菌密度 が低 け れ ば発病程度 が軽
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サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウを前接種した キ ュ ウ
リ に おけ る メ ロ ン つ る 削病閣の感染部位

根の先端
図 - 3

た。
さ ら に ， サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウ を前接種 し た キ

ュ ウ リ に お け る レ ー ス 2 の感染部位 を 特定す る た め に，
レ ー ス 2 接種後 3 日 目 お よ び 6 EI 自 に ， 恨の組識 ご と に
菌の再分離 を 試 み た (図-3) 。 そ の 結果， 接種後 3 日 目
に は レ ー ス 2 は サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウ に よ っ て首長
成 さ れた ゴー ル (根 こ ぶ) か ら 高頻度 に再分間!t さ れ， ゴ
ー ル 間部 や 根 の 先端 か ら は ほ と ん ど再分離 さ れ な か っ
た。 な お ， レ ー ス 2 接種後 6 日 目 に は， ゴ ー lレ間部か ら
も レ ー ス 2 が高頻度 に再分離 さ れた が， こ れ は ゴ ー ル か
ら 侵入 ・ 感染 し た菌が維管束内 で増殖 し て 移動 し た た め
と 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， レ ー ス 2 の侵入 ・ 感染部位
は ゴー ル で あ り ， ゴ ー ノレ間部や恨の先端では な い こ と が
明 ら か と な っ た。

今後 の 留 意 点 お よ び問題点

1 病原菌の拡散防止対策

イ ネ い も ち 病 で は， 抵抗性品種を栽培す る こ と でそ れ
を侵す新 し い レ ー ス が選択的 に 増殖 し て{姿勢な レ ー ス と
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く， 萎凋や枯死に 至 る までに 時間がかか る と い った， 量

的( = 非特異的)抵抗性を活用する 以外にはなすすべが

無 い よ うに 思われ る。た だし，こうした 量的抵抗性を理

解し， 利用する の に 好都合な よ うに， どの よ うな 条件下

で抵抗性が 発揮され るかを明らかにすることが 必要不可

欠で ある。

5 品 質表示の適正化 ・ 標準化

メロ ン 種子の カ タ ロ グや絵袋等には . r つる 割病抵抗

性J. r耐病性 」 ある いは 単に 「 つる 割病に 強 い jな ど，

つる 割病に対する 強さを強調した 何種類かの 表現が あ

り， 統一され て いな い。 さらに . E 群( 全ての 品 種に 擢

病性) の 品種で ある にもかか わら ず， つる 割病に対し て

強 いことを示した も の が あり， 品質表示の 適正化 と い う

点で 疑問が 残 る。 つる 割病抵抗性に 関し て， 現在の よ う

に 暖昧な 表現が 横行した ま まで あれ ば， 新レースの ま ん

延 と い った状況 次第で は， 損害賠償請求な ど 保証問題に

発展しか ねな い。 農業現場での 混乱を防 ぎ，抵抗性 品種

の 効 率的 利用を図 る うえで， 各品種が どのレースに対し

て抵抗性で あるかを明示することが 望 まし い。

お わ り に

これ まで，メロ ン つる 割病菌のレースに対する 市販メ

ロ ン 品種の抵抗性 賦与の 現状 と 問題点に つい て 述べ て き

( 10 ペ ー ジ か ら 続 き )
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ゴ類 ・ カ メ ム シ類 : 14 日 前 : 3 回
エト フ エ ン プ ロ ッ ク ス ・ フ エ ノ キサニル粉剤
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エ ト フ ェ ン プロ ッ ク ス 0 . 50%
MEP 2 . 0% 
フ エ ノ キ サ ニ ル l . 0%
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た。 今後， 病原菌の 病原性分化機構お よ び宿主の抵抗性

発現機構に 関する 理解が 深 ま れ ば，抵抗性 育種における

目 標設定が 容易にな る と とも に， 新たな 発想に よ る抵抗

性 品種の 育成が 可能 とな ることで あろ う。 そのために

は， 産 ・ 学 ・ 官の 連携に よ る 共同研究体制の 実現がこれ

まで 以上に 望 ま れ る。 基礎研究分野 と 応用研究分野が 互

いに 尊重し， 成果を生かし 合 う よ うな 環境作りが 重要で

ある。

最後にメロ ン品種の 種 子を分譲し て いた だいた 関係各

位に 厚くお 礼 申し 上 げ る。
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